
        

去
る
十
二
月
十
一
日
（
日
）、
六
ツ

美
西
部
学
区
こ
ど
も
の
家
に
お
い
て
、

一
筆
啓
上
・
作
左
の
会
主
催
「
第
十
九

回
ふ
る
さ
と
賞
」
の
表
彰
式
を
行
い

ま
し
た
。 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
状

況
は
今
な
お
沈
静
化
し
て
い
な
い
こ

と
か
ら
、
昨
年
と
同
様
に
表
彰
式
に

は
最
優
秀
賞
受
賞
者
だ
け
の
参
加
と

さ
せ
て
頂
き
、
優
秀
賞
受
賞
者
の
皆

さ
ん
に
は
各
小
中
学
校
に
て
表
彰
状

と
記
念
品
を
お
渡
し
頂
く
こ
と
と
し

ま
し
た
。 

各
小
中
学
校
の
先
生
方
や
児
童
・

生
徒
の
皆
さ
ん
の
協
力
に
よ
り
、
本

年
度
は
昨
年
を
上
回
る
俳
句
一
四
八

五
句
、
短
歌
一
〇
〇
〇
首
の
応
募
を

頂
き
、
こ
の
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
が 

        

恙
な
く
実
施
で
き
ま
し
た
こ
と
に
深

く
感
謝
す
る
次
第
で
す
。 

 

表
彰
に
引
き
続
い
て
は
岡
崎
市
民

俳
句
会
代
表
幹
事 

中
根
由
起
子
様
、

並
び
に
、
あ
か
と
き
短
歌
会
代
表 

石

原
比
朗
志
様
よ
り
、
受
賞
作
品
に
つ

い
て
の
講
評
と
今
後
の
作
品
づ
く
り

に
対
す
る
貴
重
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
頂

き
ま
し
た
。
更
に
、
各
来
賓
の
方
か
ら

は
多
く
の
祝
辞
と
労
い
の
お
言
葉
も

頂
き
ま
し
た
。 

本
年
度
も
残
念
な
が
ら
規
模
を
縮

小
し
た
表
彰
式
と
な
り
ま
し
た
が
当

日
は
好
天
に
も
恵
ま
れ
、
晴
れ
て
表

彰
を
受
け
る
受
賞
者
の
ご
家
族
に
も

多
数
の
出
席
を
頂
き
、
盛
況
の
う
ち

に
表
彰
式
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。 

最
後
に
選
者
の
皆
様
、
そ
し
て
一

次
選
考
か
ら
こ
の
表
彰
式
の
運
営
に

あ
た
っ
て
は
西
部
学
区
総
代
会
を 

                       

は
じ
め
と
し
た
多
く
の
皆
様
に
ご
協

力
頂
き
ま
し
た
こ
と
、
改
め
て
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

入
選
作
品
の
作
品
展
を
次
の
と
お

り
開
催
し
て
い
ま
す
の
で
、
是
非
足

を
お
運
び
く
だ
さ
い
。 

場
所 

岡
崎
市
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

六
ツ
美
分
館
・
悠
紀
の
里 

期
間 

十
二
月
一
三
日
～
二
七
日 

※
引
き
続
き
、
西
部
学
区
市
民
ホ
ー

ム
に
て
令
和
五
年
一
月
十
一
日

ま
で
展
示
し
て
お
り
ま
す
。 

※
最
優
秀
受
賞
の
皆
さ
ん
の
作
品
は

裏
面
に
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
の
で

ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

な
お
、
作
左
の
会
会
員
の
皆
さ
ま

に
は
別
途
、「
第
十
九
回
ふ
る
さ
と
賞
」

の
冊
子
を
お
届
け
い
た
し
ま
す
の
で

ご
高
覧
く
だ
さ
い
。 

第
一
一
七
号 

令
和
四
年 

十
二
月
二
十
日
（
火
）
発
行 

「
第
十
九
回
ふ
る
さ
と
賞
」
の
表
彰
式
が
開
催
さ
れ
る 

喜びの最優秀賞受賞の皆さん 表彰式会場の様子 



◆ 俳句の部（１１句）

 【一般の部】

 　　岡崎市長賞 斎田の手応へ重き今年米 岡崎市若松東 柴 田 清 美

　　 岡崎市教育委員会賞 お田植や児童は小さき笠を付け 岡崎市福岡町 鈴 木 明 美

 【小中学校の部】

第１９回 ふるさと賞　最優秀作品

　　 岡崎市長賞 みそしるにほっしょうじねぎ母の味 六ツ美西部小６年 松 金 咲 花

　　 岡崎市議会議長賞 夕立や音を奏でるトタン屋根 六ツ美北中３年 安 藤 悠 斗

　 　岡崎市教育委員会賞 梅雨明けの天まで透ける青い空 六ツ美中２年 朝 倉 咲 姫

　 　岡崎市観光協会賞 田植あと水面に映る悠紀の空 六ツ美北部小５年 片 桐 妃 渚

　　 岡崎市六ツ美商工会賞 夏休み宿題くらいうけてたつ 六ツ美中部小５年 萩 原 麻 友

　　 中日新聞社賞 なのはなとなのはな色の小学校 六ツ美西部小５年 石 原 禾 結

　 　ミクスネットワーク賞 夕焼けと人影うつる矢作川 六ツ美北中２年 大 西 遥 菜

　　 東海愛知新聞社賞 暗闇に希望を咲かす大花火 六ツ美中３年 杉山 まある

　 　学区総代会賞 大銀杏きつつき止まり朝知らす 六ツ美南部小６年 萩 原 悠 月

◆ 短歌の部（１１首）

 【一般の部】

　　 岡崎市議会議長賞 睦み合う畔の小道に露草の若き夫婦はベ
ビーカー押す

岡崎市法性寺町 佐 野 幹 子

　　 岡崎市観光協会賞 ねぎ植えし妻の朽ちたる藁ぼうし羽を休
めた夕焼けとんぼ

岡崎市法性寺町　 近 藤 幸 男

 【小中学校の部】

 　　岡崎市長賞 蝉しぐれ聞きつつ眠る愛犬の鼻先転がる
ぬけがら一つ

六ツ美中３年 成 瀬 蓮

　　 岡崎市議会議長賞 墓参り今年も会えたねアマガエルじい
ちゃんですか守っていてね

六ツ美西部小６年 兵 藤 史 奈

　　 岡崎市教育委員会賞 武道場床にながれる汗たちを踏みつけな
がらおこなう稽古

六ツ美北中２年 杉 崎 夢 奈

　 　岡崎市観光協会賞 夏休み毎日姉とけんかして絶対負けると
思った私

六ツ美北部小６年 志 賀 映 月

　　 岡崎市六ツ美商工会賞 羽角山トンネル抜けて走ってく新幹線を
食べてるみたい

六ツ美中２年 浅 岡 柚 帆

　　 中日新聞社賞 授業中ドクターイエロー理由にし見つめ
る的は君の横顔

六ツ美中３年 髙橋 梨里菜

　 　ミクスネットワーク賞 セミは鳴き妹さわぎ母いびき課題を凝視
私ため息

六ツ美中２年 池之上 果凛

　　 東海愛知新聞社賞 この町ににおい広がる夏の朝青々とした
法性寺ねぎ

六ツ美北中１年 榊 原 ま み

　 　学区社教委員会賞 期待する今年もスイカ出来るかな通学路
には畑にばあば

六ツ美西部小６年 中 山 仁 湖


